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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・4月30日（木）に部署懇談会実施予定。

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜利用者様情報＞
デイケア
・中村　繁様　　～久々の来所となっている。表情穏やかに他利用者様と交流を持ち過ごしている。近況を確認すると時折、夜中に幻聴で起こされるが、再入眠でき、仕事への影響はないと言う。仕事は野菜の袋詰めであり、座りながら行っている為足に負担はかからないとの事。妹様と交流はあるが、金銭を要求されることはないが、春彼岸に一緒に墓参りなど車で出掛けた際に、ガソリン代として自ら数千円を渡したと言う。気遣いは良いが、自身の生活に影響のないようにと伝えている。
・成田　早希様　～来所後すぐにスタッフに話し掛けがある。「両耳の調子が3月の後半から悪く、耳鼻科に行って来た」との事。続けて「左が特に悪く、仕事場で耳が聞こえない事でミスをしないか、今後、今より悪くならないか心配でストレスである」と聞かれる。スタッフが話を傾聴していると今後、耳鼻科のドクターと相談し補聴器使用を検討していきたいと話しており、補聴器の種類や貸与の制度を調べているとの事。聴力の低下を悲観的に捉えるだけではなく、前向きに補聴器の使用を検討している姿勢を評価すると、「目が悪い時は眼鏡を掛けるように、耳が悪くなったら補聴器を付ければ良いと思ってます」と笑顔で聞かれる。その後は穏やかな表情で他利用者様と交流を図り各種プログラムに参加している。
デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後は、不調の訴え無く過ごしており日課も行えていたとのこと。本日来所後に体調を問うと、不調は無く、咽頭痛については「もう治ったよ」と笑顔で返答している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。今朝のバイタル測定にて、BP192/136mmHg、再検し185/119mmHgと血圧高値あり、熱は36.2℃で経過。やや寒気がすると話し、他の感冒症状は無いとのこと。通所直前に、再度測定しBP164/109mmHgと高値が続いている。著明な症状が無いため通所し、青陽館での体調確認の依頼がある。
・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。今朝スタッフへ近づき、昨夜の午前1時トイレへ行く際に自室で転倒したと報告している。尻もちをつくように転倒したと話しており、頭部や大腿部はぶつけていないとのこと。青風荘スタッフ確認し、臀部には外傷無く、湿布対応している。また、歩行時に若干疼痛があるためデイナイトケアの欠席希望が聞かれている。跛行は無く、階段昇降や体幹運動も問題なく行えているため、まずは通所し様子を見るよう青風荘スタッフが促すと了承している。来所後は、疼痛の訴えは無く過ごしており、運動療法にも参加することが出来ている。座学プログラムにて数十分座ることも出来ている。
・奥山　以依子様～朝のミーティング時より、多弁傾向であり、自身が認知症ではないかと考えている事や、他利用者様（田中　一様）に独語が多いことを指摘されたことをニヤつきながら話し、スタッフの話を遮ることが目立っている。ミーティング終了後も、小走りで生活指導室を移動しており落ち着かない様子が見られている。運動療法中、突然服の上から自身の乳房を触っており、スタッフが声をかけると「もう男の人の部屋には行きません。」と話している。男性部屋に行ったことがあるか問うと、「行ったことはないけど、これからも行くことはありません。もう触りません」と発言している。他利用者様も周りにいるため、上記行動は控えるように振り返りを行うと、「んー」と悩みつつも了承している。
ショートケア
特記事項なし
